























は、心理言語学研究でよく使われている手段である（Bock, 1986; Branigan et al., 1995; 










う統一的な結果が報告されている（Bock,1986; Bock & Loebell, 1990; Pickering & 
Branigan, 1998; Bock & Griffin, 2000; Branigan, Pickering, & Cleland, 2000; Branigan, 
Pickering, Stewart, & McLean, 2000）。近年の数多くの研究では、長く続く（long-lived）
統語的プライミング効果と一時的な（short-lived）語彙的プライミング効果が示され






が同じ統語構造であれば、後続文の処理がしやすくなる（Noppeney & Price, 2004; 
Scheepers & Crocker, 2004; Luka & Barsalou, 2005; Thothathiri & Snedeker, 2008; Kim, 
Carbary & Tanenhaus., 2014）というものである。2つ目の主張は、先行文と後続文が
同じ統語構造であるにも関わらず、動詞が異なると、促進効果が見られないというも
のである（Branigan, Pickering, & McLean, 2005; Pickering & Traxler, 2004; Traxler & 






























 兎が   キャベツを   食べた。 
  rabbit-NOM  cabbage-ACC  eat-PAST1 
（2）中国語能動文 




 tuzi    chile    juanxincai 











 キャベツが  兎に    食べられた。 
 cabbage-NOM rabbit-DAT   eat-PASS-PAST2 
（4）中国語受動文 
 卷心菜   被  兔子  吃了。 
 juanxincai  bei  tuzi   chile 













 キャベツを  兎が    食べた。 




 兎に   キャベツが   食べられた。 
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